
【低学年】 

 時刻と時間・長さ・計算のくふう 

【中学年】 

 かけ算とわり算の筆算・計算のきまり 

小数のかけ算とわり算・概数・面積 

【高学年】 

 面積・変わり方調べ・比・拡大図と縮図 

【
出
題
に
お
け
る
共
通
点
】 

・
基
本
的
な
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計
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な
計
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・
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明
や
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論
的
に
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え
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言
葉
で
ま
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め
る
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・
証
明
に
関
わ
る
文
章
や
数
学
的
用
語
を
用
い
た
穴
埋
め
問
題 
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対
話
的
な
学
び
を
通
し
て
考
察
を
深
め
る
力 

令和７年度 帯広市立東小学校の研究 

１ 研究主題 

 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

 本校では、学校教育目標に「家庭・地域と連携・協働し未来へ向かってかがやく子ども

を育てる」を掲げ、めざす子ども像を「すすんで学ぶ子 やさしい子 たくましい子」と

して、今年度の教育活動をスタートさせた。 

 そして、校内研究に関しては、『学びに向かう力の育成～「豊かな感覚力」「深い考察力」

「的確な表現力」を育む算数科の授業をめざして』を主題として、３年次計画のまとめの

年を迎えた。 

 ２年次目の昨年度は、研究内容②「課題に対し見通しをもち、筋道を立てて考えるため

の場面設定と工夫」を重点に取り組んだ。その結果、児童アンケートでは、思考に関する

質問で昨年度より数値が上がり、指導や工夫の成果が見られた。単元を通して貫く学習活

動やＩＣＴの活用が児童の思考の流れをつくり、主体的に考える姿につながった。一方で、

伝え方に関して、相手の考えを受信することは得意でも、自分の考えを発信することは苦

手と感じている児童が多かった。自分の考えを発信する手立てを増やし自信をもてるよう

にすること、新たな気付きにつなげるよう児童の思考をゆさぶることに課題が残った。 

 そこで、３年次目となる今年度では、研究内容③「交流場面で自分の考えを発信するた

めの表現方法や手立てを増やす工夫」に重点をおき、視点や意図を明確にした交流場面を

設定することで「的確な表現力」を育むことについて研究を進めていく。 
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学びに向かう力の育成 

「豊かな感覚力」「深い考察力」「的確な表現力」を育む算数科の授業をめざして 

アンケートから 単元テストから見えた課題点 標準学力調査から 

学びに向かう力の育成 
「豊かな感覚力」「深い考察力」「的確な表現力」 

 



３ めざす子ども像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

４ めざす授業像 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の考えをもち、表現し、共に学び合う中で、問題を多面的に捉えようとする

子ども 

数量や図形についての感覚を豊かにするとともに、深く考え、的確に表現し交流

する中で考えを広げ、学習内容の定着を図り、新たな気付きに出会える授業 

◆学びの過程◆ 

問題 課題 自力解決 適用・練習問題 交流 まとめ 

的確な表現力 

自分の考えを発信・受信する。 

考え方を一般化させる。 

学習内容の
定着を確認
し、活用で
きるように
広げる。 

学びに向かう力 

数量や図形についての
感覚（既習事項、基礎
的・基本的な概念や性
質の理解など）を豊か
にする。 

見通しをもち、筋道を
立てて考える力。既習
の内容と結び付けた
り、発展的に考えたり
することで、問題を多

面的に捉えていく。 

自分の考えを簡単に、
わかりやすく伝えるた
めの方法を的確に選択
し表す。 

① 豊かな感覚力 ② 深い考察力 ③ 的確な表現力 

学び合い 

深い考察力・的確な表現力 

式を使って解き方を考えよう。 
図を使うとわかりやすい。 
他の方法はないか。 
前の勉強では・・・。 

豊かな感覚力 

答えは○○くらい。 
△算が使えそう。 
分けてみたら・・・。 
□は、○より長いな。 

知識や経験からひらめく力 

ひらめいたことから考えを深め広げる力 

考えを図や式・言葉で簡単にまとめる力 

考えを相手にわかりやすく伝える力 

図形の特徴や性質から・・・ 

生活経験と関連させて・・・ 

数の順番や大小から・・・ 

見当から・・・ 
数や単位のしくみから・・・ 



・指導の個別化 

・学習の個性化 

例：知識や技能の習得 

  調べ学習 

  個々の活動 

異なる考え方を多様な人々

と協働して、より良い学びに

つなげる。 

例：話し合い・交流 

  グループ発表など 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究の仮設 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究内容 

 

 

 

 

 

① 数量や図形についての感覚を豊かにすることで、問題の解き方や答えへの見通

しをもち、主体的に課題に取り組むことができるであろう。 

② 図や式などを使って自分の考えをわかりやすく的確に表現し交流することで、

学習内容の定着を図り、多面的な考え方が広がるであろう。 

① 数量や図形についての感覚を豊かにするための導入・問題提示の工夫 

② 課題に対し見通しをもち、筋道を立てて考えるための場面設定と工夫 

③ 交流場面で自分の考えを発信するための表現方法や手立てを増やす工夫 

一人一台端末の活用 

◆深い学びの学習スタイル◆ 

相互に協力しながら共通の

目標や課題を達成する。 

主体的・対話的で深い学び 

協働的な学び 個別最適な学び 

子ども一人ひとりにあった

柔軟な学習方法。 

個別の活動や学びが、他者と関わ

り合いながら広がり、深まってい

く。そのツールの一つとして ICT

端末を活用していく。 


